
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

伏見屋　二四三　ふしみや　ふしみ

ブラム＝ストーカー
エグザイル

UGNエージェントA

35

死

一般家庭

嫌悪

衝突事故

ホームレス

男

36

救済の神

3
3
1
1

1
0
0
0

0
0
0
0

3 7
3
1
1

85
7
7
12
24

1 1
1 5 7

機械工学 UGN6 1

骨の剣
クリスタルシールド

白兵
白兵

7r
7r

6
12

lv+5
0

イニシアチブにオートで装備可能

0 0

屍人
亜純血

★研修担当
樺彩さん
宮本さん
紫薇さん
守護者

同情
感服
尊敬
信頼

無関心
無関心
無関心
無関心

手袋
クリスタルシールド

ウェポンケース

16 0

ワーディング

リザレクト

コンセントレイト

渇きの主

伸縮腕

骨の剣

崩れずの群れ

不死者の恩寵

異形の刻印

冥府の棺

がらんどうの肉体

赤河の支配者

超人的代謝

瀉血

十徳指

★

0

2

5

2

1

1

3

10

1

1

5

★

★

★

-

1d10

2

4

2

3

2

5

+3

2

3

2

オート

気絶時

メジャー

メジャー

メジャー

マイナー

オート

クリンナップ

常時

オート

オート

オート

常時

常時

メジャー

視界

-

至近

シーン

自身

単体

単体

自身

自身

自身

自身

自身

自身

自身

自動

自動

白兵

白兵

知識

-

↓100

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

装甲貫通　命中時lv*4回復　素手のみ

射程を視界に　ダイス-(3-lv)

素手変更

カバー

lvD+肉体回復

最大HPlv*5

暴走以外のバステを一つ回復

被ダメlvd10軽減 ラウンド1

1d+lv*2軽減

治癒能力が高いが必要カロリーが多い。

悪くなった血液を排出し健康を保つ。

指を工具に変形させる。

「鬱だ……死のう……あ、死ねないんだった……鬱だ……」
「あーそれ痛いだけで死ねないやつですね、痛いのは嫌です」

神に見放され死ぬことのできないオーヴァード

重度の自殺志願者であるが、過剰な回復体質により死ぬことができない。
不死者の恩寵はダメージを受けていれば強制発動し、渇きの主は常時発動しているため素手でものを触らない。
オーヴァードになる前から悪運が強く、自殺を幾度となく試みるも悉く失敗してきた。
死にたがりになった理由は思い立ったから。
両親の死を境に自分が幼少期から抱いていた違和感の正体に気付く。
ああ、私が生きていることが異常なんだと。
思えば昔から自分の体温が嫌いだった、自分の心音が煩わしかった。
生への執着がなく、何をどう考えても生きている意味が分からなかった。
しかしこのふざけた治癒力を持つ体は死ぬことすら許さないらしい。
自殺すらできない自分に嫌気が差し自己嫌悪に落ちいる。
そしてまた自殺を試す。そんな日々の繰り返しでついていた職も手放しふらふらと彷徨い生きてきた。

ある日、餓死を試みていた時であった。もう死ねる、そう確信した瞬間、自分の体に集っていた烏が急に衰弱したことを目撃する。
そっと触れてみるとその烏は息絶え、自身に活力が戻っていることに気付く。
「渇きの主」と呼ばれるエフェクトが発動していることには知識を得てから気づいた。
おそらくはそれ以前から「不死者の恩寵」「リザレクト」は発動していたのだろう。本人が気づかなかっただけで。
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